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職 員 給 与 等 調 査
特 別 委 員 会 レ ポ ー ト

職
員
給
与
等
の

算
定
等
の
誤
り
に
つ
い
て

　令和２年９月23日から令和４年11月
14日までの計11回の調査の経過を第９
回定例会において報告しました。
※ 内容は要約されています。報告書の全

文はホームページでご覧になれます。

ー
調
査
実
施
の
経
緯
ー

町
及
び
職
員
組
合
等
か
ら
、

職
員
給
与
等
の
算
定
等
の
誤

り
の
事
案
に
つ
い
て
の
経
過

の
事
実
関
係
を
確
認
し
、
以

後
の
労
使
間
の
協
議
の
推
移

を
確
認
す
る
た
め
、
調
査
終

了
と
は
せ
ず
、
令
和
３
年
第

２
回
定
例
会
の
中
で
中
間
報

告
を
行
っ
た
。

　

中
間
報
告
以
降
、
町
及
び

職
員
組
合
双
方
の
考
え
方
に

動
き
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

令
和
４
年
10
月
４
日
に
、
職

員
側
か
ら
町
に
対
し
て
、
給

与
の
不
支
給
分
の
一
部
の
支

払
い
を
求
め
る
損
害
賠
償
請

求
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
こ
と

が
明
ら
か
と
な
り
、
令
和
４

年
10
月
12
日
の
全
員
協
議
会

に
お
い
て
、
専
決
処
分
を
行

っ
た
補
正
予
算
の
説
明
の
中

で
、
令
和
４
年
９
月
27
日
に

釧
路
地
方
裁
判
所
帯
広
支
部

か
ら
呼
び
出
し
状
な
ど
が
送

付
さ
れ
、
本
町
に
対
し
て
町

職
員
５
名
か
ら
、
損
害
賠
償

請
求
に
係
る
訴
え
の
提
訴
が

な
さ
れ
た
旨
の
説
明
が
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
同
日
に
特
別

委
員
会
を
開
催
し
、
改
め
て
、

中
間
報
告
以
降
の
町
と
職
員

組
合
と
の
協
議
経
過
に
つ
い

て
調
査
す
る
こ
と
を
確
認
し

た
。

ー
調
査
内
容
ー

　

令
和
４
年
10
月
17
日
に
、

副
町
長
及
び
総
務
課
職
員
の

出
席
を
得
て
、
中
間
報
告
を

行
っ
た
令
和
３
年
３
月
以
降

の
町
と
職
員
組
合
の
協
議
経

過
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。

︻
令
和
３
年
12
月
22
日
︼

　

例
年
実
施
し
て
い
る
賃
金

と
労
働
条
件
に
関
す
る
統
一

要
求
に
係
る
団
体
交
渉
の
最

後
に
、
組
合
側
か
ら
初
任
給

の
関
係
で
継
続
し
て
い
た
部

分
の
状
況
確
認
を
求
め
ら
れ
、

町
と
し
て
は
初
任
給
の
当
初

の
格
付
け
に
誤
り
が
な
い
と

の
考
え
に
変
わ
り
な
い
と
回

答
。
組
合
の
主
張
と
合
わ
ず
、

継
続
し
て
協
議
の
確
認
を
行

い
、
町
側
か
ら
一
方
的
な
打

ち
切
り
は
し
な
い
と
説
明
し

た
。

︻
令
和
４
年
３
月
29
日
︼

　

春
闘
団
体
交
渉
に
係
る
統

一
要
求
回
答
内
容
の
確
認
協

議
の
際
に
、
組
合
側
か
ら
給

与
の
問
題
に
つ
い
て
ど
ち
ら

の
主
張
が
正
し
い
の
か
、
判

断
を
第
三
者
に
委
ね
る
た
め
、

訴
訟
に
つ
い
て
検
討
し
て
い

る
と
の
話
が
あ
っ
た
。

ー
職
員
組
合
へ
の
確
認
ー

　

町
か
ら
、
中
間
報
告
以
降

の
組
合
と
の
協
議
経
過
の
説

明
を
受
け
て
、
令
和
４
年
10

月
17
日
に
、
内
容
に
つ
い
て

認
識
の
相
違
が
な
い
か
、
２

名
の
組
合
執
行
委
員
に
対
し

て
委
員
長
か
ら
口
頭
で
確
認

し
た
。

　

確
認
の
結
果
、
令
和
３
年

12
月
22
日
の
団
体
交
渉
か
ら

の
協
議
に
お
い
て
、
①
町
と

し
て
は
初
任
給
の
当
初
の
格

付
け
に
誤
り
が
な
い
と
の
考

え
に
変
わ
り
な
い
と
の
認
識

で
あ
る
こ
と
。
②
双
方
の
主

張
が
合
わ
ず
、
継
続
し
て
協

議
を
行
い
、
町
側
か
ら
一
方

的
な
打
ち
切
り
は
し
な
い
こ

と
。
③
組
合
側
か
ら
給
与
の

問
題
に
つ
い
て
ど
ち
ら
の
主

張
が
正
し
い
の
か
、
判
断
を

第
三
者
に
委
ね
る
た
め
、
訴

訟
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る

と
の
話
が
あ
っ
た
こ
と
。
の

３
点
に
つ
い
て
認
識
が
一
致

し
て
い
た
。
た
だ
、
②
の
確

認
に
つ
い
て
組
合
側
で
は
、

令
和
４
年
２
月
３
日
に
行
っ

た
と
の
認
識
が
示
さ
れ
た
。

ー
調
査
を
受
け
た
対
応
ー

　

町
か
ら
の
調
査
と
職
員
組

合
へ
の
確
認
を
経
て
、
令
和

４
年
10
月
18
日
に
委
員
会
を

開
催
し
、
特
別
委
員
会
の
対

応
に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

中
間
報
告
ま
で
の
調
査
に
よ

り
、
経
過
は
概
ね
確
認
で

き
、
更
な
る
実
態
の
把
握

や
、
問
題
点
の
指
摘
と
原
因

の
究
明
、
町
民
へ
の
説
明
責

任
を
果
た
す
た
め
の
議
論
を

深
め
、
必
要
に
応
じ
て
進
め

る
こ
と
に
し
て
い
た
が
、
今

回
の
町
に
対
す
る
提
訴
に
よ

り
、
議
会
特
別
委
員
会
が
こ

の
問
題
に
つ
い
て
調
査
す
べ

き
内
容
は
、
司
法
の
判
断
に

委
ね
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

事
か
ら
、
報
告
書
を
ま
と
め

て
特
別
委
員
会
の
調
査
を
終

了
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ー
結
び
ー

　

本
委
員
会
と
し
て
は
、

調
査
の
結
果
に
基
づ
く
結

論
を
導
き
出
す
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
が
、
司
法
の

判
断
に
基
づ
い
て
初
任
給

決
定
等
の
信
頼
が
確
保
さ

れ
、
職
員
が
安
心
し
て
職

務
に
向
き
合
う
こ
と
に
よ

り
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
つ
な
げ
る
環
境
が
確

立
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
、

調
査
報
告
と
す
る
。

ー
調
査
期
間
ー

委
員
会
は
、
令
和
２
年
９

月
23
日
か
ら
令
和
４
年
11
月

14
日
ま
で
、
計
11
回
開
催
。

中
間
報
告
以
降
に
つ
い

て
の
調
査


